
令和６年度前期始業式 学年代表の話 

 

 

二学年代表 

 春休みが明け、私たちは一つ学年が上がり、二年生になりました。私は、二年生になって

頑張りたいことが三つあります。 

 一つ目は、積極的にコミュニケーションを取ることです。一年生の時とクラスは変わり、

新入生も入ってきて、新しい環境で過ごすことになるので頑張りたいと思いました。また、

このことは、中学校だけでなく、高校・大学・社会に出てからも必要だと思っています。 

 二つ目は、五教科の基礎を固めることです。二年生の内容は、一年生の時に習った、「基

礎」が発展しているものが多いと思うので、基礎を固めたいと思いました。特に、英語と数

学は、基礎がなっていないと内容についていくことが難しいので、力を入れたいです。 

 三つ目は、必要なことや正しいことを考えて動くことです。一年生の時とは違い、二年生

では、先生をずっと頼ったり任せたりするのではなく、自分で判断して動かなくてはいけな

いと思いました。 

 最初にも述べたように、私たちは二年生になり、後輩ができます。先輩としてお手本にな

れるよう、昨年度の反省を生かして中学校生活を送りましょう。 

 

 

三年生代表 

 春休みが明け、ついに三年生となりました。今日からは、自分たちが最高学年として学校

を引っ張っていかなければなりません。春休み 、山崎さんが言っていた、時間を意識した

早め早めの行動、これはこの一年間で、とても重要になります。自分たちがこの柏第五中学

校行う最後の体育祭や柏葉祭は、早い段階での準備が必須です。一人ひとりが自ら行動し行

事を盛り上げましょう。 

 部活動では、春季大会や総合体育大会など三年生に残された大会は数が少ないです。顧問

の先生が変わる部活もあります。そのため、三年生、二年生を中心として新体制を作りあげ、

各部活がそれぞれの目標を達成できるよう、全力で取り組みましょう。そして中学校生活の

中で、悔いの残らないようにしましょう。 

 学習面では、いよいよ私たちは受験生になります。自分の将来に向けて、進路などを考え、

明確な目標を持ち、その目標に向かって日々努力しましょう。 

 来週は一年生が入学してきます。部活動や委員会で、最上級生として後輩の手本になれる

よう、日々の生活や授業に取り組む姿勢を正していきましょう。 

 いよいよ中学校生活最後の一年が始まります。最後の行事や部活動の大会に向けて、クラ

スメートやチームメートと共に一致団結し、全力で取り組み、来年三月に胸を張って卒業式

を迎えられるようにしましょう。 


